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より影響されることが示されている（e.g.，Foster & Skehan，1996；Skehan & Foster，
1999）。そのため，本研究では WM 容量を個人差要因とした。 
 
第 2節 先行研究の概観 
1. 記憶のシステムと発話の認知過程からみる発話スキルの向上 
記憶や L2 習得の理論（e.g.，Anderson，1976；Atkinson & Shiffrin，1968）に基づく
と，一定程度言語知識を有する中級学習者が流暢かつ正確に発話するためには，長期記憶に
 















































































































第 2節 複合Ⅰ（シャドーイング 4回＋リピーティング 1回）とシャドーイングが 
発話スキルに及ぼす効果―作動記憶容量の大小を設定した実験的検討―（実験 2） 
実験 1 の結果をふまえ，シャドーイングをどのように行えば正確性及び WM 容量の小さ
い学習者の流暢性を向上させるかについて検討するため，実験 2 と実験 3 を実施した。 














実験 1 と同様に，繰り返し行為の認知過程により大きくかかわると推察される。 
 
第 3節 複合Ⅱ（シャドーイング 2回＋リピーティング 2回）とシャドーイングが 
発話スキルに及ぼす効果―作動記憶容量の大小を設定した実験的検討―（実験 3） 














第 4節 複合Ⅲ（音読 2回＋シャドーイング 4回）とシャドーイングが 
流暢性に及ぼす効果―作動記憶容量の大小を設定した実験的検討―（実験 4） 
実験 2 と実験 3 では，シャドーイングをどのように行えばWM 容量の小さい学習者の流


































第 2節 日本語教育への示唆 
本研究の実験結果から，日本語教育へ応用可能な示唆について述べる。 











第 3節  今後の課題 
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